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ABSTRACT

TheSubashlrltalnallavacavelSOnthenortheastern sklrt Of the FuJl

VoIcano，atlatltude35勺22′01〝Nandlongltude138045′33〝E Theabove sea

leveloftheSubashlrltalnallavacavelS2630m MaJOrChemlCalcompos1－

tlOnS Of the Subashlrltalnallava cave are revealed by XRF（Ⅹ－Ray

Fluorescence）analysIS Thesevaluesarethesameasthose oflava cave，

andlavaeavefromIC（thespeclmenSlnSlde thecavern），OC（thespec1－

menstheoutsldeoftheeavern）andUC（thespeclmenStheupperpartof

the cavern）may belong to alkallAbasalt Av．

elements（wt％）forthelava cave fromIC，OC

SlO2＝5120，Tl（〕2＝130，A1203＝1790，Fe20。＝

MgO＝486，CaO＝990，Na20こ2軋X。0＝068，

SlO2＝5130，T102二133，A120R＝1800，Fe203＝

alkallAbasalt Average contents of maJOr

and UC are as follows

lO90．MnO＝017，

P20。＝0261nIC
亡⊥U2‾i）⊥tjU，llU2二⊥JJ・A12UR＝18UU，上1e203＝1100，MnO＝017，

MgO＝473・CaO＝980・Na20＝271，K20＝075，P205＝0271n OC

SlOZ＝5100・TlO2＝127，A120ユー1750・Fe20十二1130．MnO＝017，

MgO＝564，CaO＝954INa20＝270，K20＝067，P20こ0251n UC

TtcanbesuggestedthatthesefactsarerelatedtothechemlCaleompos1－

tlOn formatlOn，the crystal structure andlattlee COnStantS On thelava

Stream SampleslnSubashlrltalnallavacaveby X－raydlffractlOn method

X－rayObservatlOnOntheerystalstructureofthesematerlalsaretrlCllnlC，

OrthorhomblC，Cuble and monocllnlC SVRtPm Whpr。．n th。叶．nnハ〈1．n．．＾C，Cuble and monocllnlC SyStem Where，ln the monocllnlC

foundthatthelattlCeCOnStantS（Am，BmandCmaxIS），and

βm）are，

Å・Bm＝8936Å・cmこ5191A andβm＝11637OlnIC，

Å・Bm＝8907Å▼cm＝5178Åandβm＝11636OinOC，

Å・Bm－8920Å，cm＝5174Åandβm＝11626ロ1nUC

SyStem．ltl

axIS angle

Am＝977

Am＝977

Am＝976

んe〝MOrdS　すり　VokαnO CαU㌧・方一月の蝕oregce乃CP加的叫ズー凡叩

A ddygeg一エα拍CeCo乃扉αnfg，〟0乃0ど加乙Cめざfem

［大阪経酢去科人学論集第787］［me月蝕乙eu扉Osαたαr九エUerSlとツげEconomlCS

αnd上α叫　Vo178（200の，p〆－39］
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l順齢】所級であるノJ】＝火Ill、視疋胎内洞窟の成分とⅩ綜回折

（沢、井し、川村、本多、勝間田、′宮崎）

1　は　じ　め　に

須走胎内は、冨十火山【Ⅲ扶Uから流れ山した」ヒ東方帖こあり、狙走・御殿

場の糾儀l流郡にある。須走・御殿場＝溶岩流（Sub）は、飛鳥帖代か、そ

のわずかな前の峠代にか、（所期鋸；130昨～1500年）に噴出したと考えられ

る。この糾㈲まIt日日火日から流れF目した新別所岩流であり、」ヒ東は本浄流人

向へ、南別は山頂浅聞神社奥Rから御殿場lI登山道の斯六合までに分イrJしてい

る。胎内付近では、比較「伽こ平坦な丘状となり、淀んで比較的に厚い層がなし

たために、溶岩洞窟が形成されたといえる（小川孝徳）。小川孝徳の話しだと

樹叩ではなく溶H洞窟であると云っている。98印と99佃この測最と観察をjJっ

たのである。洞rlは、人がやっと入れる位の狭さ、入ると20m付奥まで1本で

続き文洞はない、そして向がある。

このホ岩流は津別ム達の地質図によると八八口の小虻（江い昆）付近標高

3300～3200mより流れたと思われる。胎内のある所は急な斜面の斜度としては、

15度、25度およひ33度の高い傾斜角が特徴（通常、火山洞昂の、17均傾斜裾ま

45度以卜である）である。これは、抜け殻説による形成の考え方の過川が可

能であると比しわれるのである。したがって、糾㌻流がもつ流体力学としての特

徴による形成の解釈もある12、。このような油日の特徴がある洞服は珍しいた

め、洞描形成と成分に附し、があるため分析を行ったのである。独走胎内の付置

は静岡県駿東椰小Il岬丁とl傑県富十吉日怖大字lTtl田下冨l血」ヒ向5618に所存

する場所であり、北緯35D22′01〝、東経138045′33〝である。延長は202m、侮

抜は2630m（東アン了では、勿論、t順戚高所紋）および溶岩流は独走溶岩流

である。

今【ロlは、成分分析伯、ほひにⅩ線回折による結晶構造から甲斜晶系の格†定数

を解析した州。後者は含有率の多いケイ酸と格「定数との榔系について解析

を行った。測定に用し、た試料としては、IC（須走胎l刃打淵内部にある試料）、

OC（須走胎内洞開入日の外部にある試料）およひUC（須走胎内洞荷より向い

所の木八台Uにある試料）の＿点から採集されたものである。本報では、サン

ブリンクした羊；イ】の化学組成と結晶構造を明らかにし、富土火山帯における他
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世非最高所級である【・・・・l火山、独走胎内洞ⅦⅥ成分とX糾析

（沢、JH、川村、本多、勝「≠≠、＝崎）

の火Hr・溶制綱　川ノ戌分とX線回折こ上る紺r■一一構造を比較・検討し、溶岩洞刷

の成【人恍明の　助としノたい川畑ごあるnまた、現在アノアに知られている溶れ

樹型制は、点上火山昭の■11本ケ頂と杵皿糾胤tr」が†J名であり上山と粥川火Ill

山翰林潜れ樹朋かある0揖ILl■から1，1501くrnも離れた済州火IH】いこある職丈躇

紬廿日■および目頭山の漉槻瀬田辞げ㌣佃に一）いても分析・比較を行）た。以

卜に√ナいて、一定な結論に通したので、ここに帖1Jするr．

2　実験方法

21　試料調製4

本研究に川いたにイ■試料は、ハノマーを川いて試料を約1ぐmのチノブに荒

砕きし、超「■波乱汀機を川いて純水で洗浄した○乾燥後、振動こルにて、タノ

クステンカ‾ハイト製容嵩を川い、ヘキサノによる飢仙メッノユ以卜への湿式

粉砕を寺巨沃0松桝麦刷りJこついて、川5℃で2■聴聞叫煤をいた。カラ

スヒート〔用別率は、試料4融剤のFlLが11の刊ハ（。，式州40（用　融刺

し12BtO（無水川ホウ懐リチウム）4（ほ）である。これらを十分に混合させ

てから、仲ツー克機製今1勤王上里高周波ヒートサンフラー与川い、張初の2分

周は1200℃に加熱して、その後、加熱したまま　分冊揺動させた。融剤ま、マソ

フルかによ一〕て7（）OCCで4lr川以l北燥したものをイ測目した。l編離剤としては

LlIを用いた．

2　2　蛍光×線分析4ノ

全キ▲1化ツ組成力机は、蛍光X縦分析装眉（りカクRlX21nO）にてカラスヒー

ト法で行い、定日川†はい1】）法にて行いた。測促条件はT。抽1のとおりであ

▲



世界最高所級である富士火山、須走胎内洞窟の成分とⅩ線回折

（沢、井上、川村、本多、勝間臥宮崎）

γαbkJ　加わα5比rernenとCOm親元肌0／ズーrαγ／山orescenCeααα　SSSげ

Tree－〟0は80m Ao翫gαゐαrαエαUα　れF叫　Vokm0

2　3　X線回折における一次検索の測定条件4〉

測定にはⅩ線管球のRh対陰極管を使用した。試料マスクにはステンレス材

の測定試料径（30mm¢）を使用した。測定装置は、理学電機製のⅩ線回折装

置RINT－2500（湾曲クラファイト・モノクロメータ使用）である。本装置で

は、制御コンピュータ（PC－9821）および付属ソフトウェアにより全自動分析

を行った。全自動分析におけるピーク・サーチの定性分析の測定条件は、次の

とおりである。①Ⅹ線の管球（Cu）、②発散スリソト（lO）、③散乱スリノト

（10）、④管電圧（50kV）、⑤管電流（300mA）、⑥走査軸（2β／∂）、⑦受

光スリット（0．15mm）、⑧サンブリンク幅（0．0200）、⑨アタッチメント（標

準試料ホルダー）、⑬走杏速度（2deg／mln）、⑪コニオメーター（広角コニ

オメーター）および⑫データ処モ酎こ用いたⅩ線の波長（154056Å）である。

一次検索の定性分析を行うための検索条件は、次のように分類できる。すな

わち、①信頼性係数再評価は行う、②平滑化点数は9、③最低一致率は10％、

④一致判定許容幅は3、⑤信敵性係数閥値は50、⑥回折角度は28＝3～80度、

⑦検索ファイルは鉱物ファイル、⑧検索か去はファイル1だけ検索、⑨不定成

分は水素・酸素と炭素の二元素、⑪元素指定方法は指定元素のみ、⑬主成分は

－4－



世界最高所級である富⊥火山、禎走胎内洞窟の成分とⅩ線回折

（沢、井上、川村、本多、勝間田、H崎）

酸素・ナトリウム・マクネノウム・アルミニウム・ケイ素・カルシウムおよび

鉄の7元素。⑫信酬粧係数計算力法は角度と強度因丁とも焼川、⑬徴成分は、

燐・カリウム・チタンの37t素である。

このプロクラムに従ってテ一夕の処理を行った。その結果、この定性分析の

チャ．トはFig・1（IC）、Fig，2（OC）およびFig．3（UC）でありる。これら

の試料に関してピーク・サーチを行ったチークはm鋸e2である。ここで、左

側は回折図形の血指数のデータであり、このテ一夕に対比、するのが独走胎内洞

窟の洞窟の内部（IC）、洞窟外部（OC）および洞窟のl二部（UC）である。面

指数は回折角度によってそれぞれが異なっている。ld折角度2β（○）と面間

隔d（Å）は、ブラックの反射条件式によって決定される9－】7）。

n A＝2d51几∂

ここで、人は波長（Å）で、この回折角度と波長によって計算した面間隔の

範関は、加地2のとおりである。相対強度が15％以上になっているのほ

TabEe2である。すなわち、lCCDにおけるNo24－0203のCa（Mg，Fe）S1206

というAuglteの甲斜晶系を基準としたL址指数をピーク順にしたoIC（Fig．1）

における相対強度の①100は（220）血、②30は（－221）血、③23は（310）面、

④14は（－311）l白i、⑤10は（130）面、⑥12は（－131）血、⑦31は（－202）

血、⑧14は（－112）面、⑨18は（－331）面、⑬13は（440）面および⑪10は

（060）面のIlの面指数である。次にOC（ダ毎．2）における相対強度の①21は

（220）面、②29は（－221）面、③22は（310）面、④15は卜311）血、⑤18

は（130）面、⑥14は（－131）血、⑦31はト202）面および⑧18は（－331）

面の8つの面指数である。最後に、UC（Fgg．β）における相対強度の①100は

（220）面、②22は（－221）面、③21は（310）面、④13は（－311）面、⑤11

は（130）血、⑥24は（－202）面、⑦17は（－331）面および⑧17は（－331）

面の8つの面指数である。

半価幅が0500以卜の而指数（rd抽2）は、UC（理伊．J）では、、lt価幅①

0688は（－202）血、②0861は（330）血、③0554（420）面、④0504は（510）

両、⑤0647は（－332）面、⑥0903は（－223）血、⑦0569は（260）薗およ

－5－



世界最高所板である冒l火111、須走胎内爪舶躍）成分とX紡州折
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世界最高所級である富士火山、須走胎内洞窟の成分とⅩ線回折

（沢、井上、川村、本多、勝間阻、宮崎）
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世界最高所級である富士火山、娼走胎内洞筒の成分とⅩ緑回折 

（沢、井上、川村、本多、勝間田、宮崎） 
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世捏最■笥げl級である揖l一火111、独走胎内洞相の成分とⅩ線【仁一漸

川上、JH、川村、本多、勝間m、ノH崎）

び⑧0760は（－352）lhの8つの【rll指数である。OC Fね．2）では、、l′仙幅

uJ0515は（220）【rl1、②0525は（310）lf日、③0545は（一一202）面、④0555は

〔112〕げ日、蒋〕∩611は〔330）ml、⑥0551は（420）面、ぐ刊0624は（041）師、

⑧0696は（－531）血、⑨0682は（利口）面、G帥563は（060）lrLI、0‾川522は

（260）【flはjよひさ糾607は（一一352）血の12のIhl指数である。0〔フ（♪’毎．2）で

は、、r′仙pJ．H〕076（）は（－332）IrtI、②0695は（440）面、ぼ・0512は（350）面、

〔伽538は　川棚）面、「5Ⅶ556は（260）面および㈲0700は（一一352）面の6つ

のl仙指数である、

2　4　×線回折における二次検索の測定条件4〉

仝rl動分析を打った　次検索の定軒分析の測定条イ′lは、次のとおりである。

こlX緑の1球（CLl）、⑦発散スリ　ソト（tdeg）、ぐ3）散乱スリソト（ldeg）、漣

管‘■じ日（5nkい、せ・甘■じ流（3001m＼）、⑥走膏輔（2（フ／／〃）、（郭受光スり　ソ

l　廿日5mm）、㈲サノブリンク幅（On2（）0）、⑨アタソチメノト（標呼試料ホ

ルター）、鯛・人L＿否速度（2ロ／mln）、qtコ二オメータ【（RINT2000広半】コニオ

メ〉一夕一一）および㈹テ【夕処理に川いたX視の波長（154056Å）である。

3　定量分析の結果と結晶構造

兢走胎内洞苗に閲する岩イ1の性質を調べるために、洞紬こおける3点をサン

プリノクした。狛走胎l畑こおける溶与∫冊昂の蛍光X緑分析による全1－ト化学組成

をr扉壷．才に示した。仰せて、1ポ1一両の火Il‥噴出物の化学組成も示した1㌔　須

疋胎内の溶岩はSlO　が鳩0～513wL％（、r′均5115wL％）で、玄武岩質であ

る。雷tlHこ見られる溶Hの含有率の純関は化素7げにかなり広くないか、その

中で須走胎l勺の所持■；は、rtllO2、人′1nO、K20に一）いては低い楢を、SlO2、Fe2

0，、Ca（〕については高い伸長もつ。1・一11両に見られる溶Hが玄武㍊質の組成

粕川が狭い小、頂走胎l句洞用の溶キ’沌rU律義に玄武岩朋であるrJ横軸にケイ酸、

縦軸に懐化ナトリウム慨化カリウムの和との僕Ⅰ係からアルカリ玄武岩と非アル

カリ玄武岩との境界線はKllnO（1966）に上るものである。したがって、双方

1（）



」里別品㍍所級である1・】1，1火‥l、須疋山淵　怖剛胆）成分とⅩ繰回析

（沢、ノ日、川村、本多、勝「7Ⅲ1、H崎）

J　・

wt．％ Si（）・ �;Hﾟ)>��ｶﾇC��ｨﾜH�Ywﾘ､���������ｦ緬=�ｶﾄ�����｢��S�(����&ﾈ*B�平均 ��

1110悠 ��ｨ������������������H�����������������｣��111．1 1i ��

Alこ∩‥． ��

Fn・10．1 NT日 匁ﾈ�ｸ���������������日．‖ ��

Il＿ ～′IgO �������������������������������?ｨ��?｢�01「 5．㈹ 仇75 2．7′1 日．7 ＿＿り▲26 ���C��������CSB�

C；10 NaソO Kン0 P・イ＿）h Tutal ��

99．97「‾‾‾‾100．扁‾　　川…l 

の糾■；とも7ル1日玄宣い■JであるLr Lか分かる．、二か∴い浴Hい浴凋恨．音鮎の

上汁、粘性や圧力の減少および融∴■、げ）低卜さセる紬射勿叫冊lによ，て、周囲

の熔1【丁を溶かして折目するものと旭直れるり　ノノ、／．「．．し度と帖作の聞係および熔

∵州の水のF■圧利汗項條かし∵レ険討ち一朗‾る．k【…本日lH　川Lll′l分′′和し

％）はクルーフ分析による射】肝亡あるr，

lL、では、

Sl（）二二5】2日，川ト＝1：与日　八」（）1－1790，トし、0，m洲　Mrl（）rH7．

MgO二′＝舗㌧　nr）一県州，Nm（）－JHH，　Kり　‥榊　1）＿（）5　026「，

OCでは、

Hl（〕－＝－51Jl（）ll（）＿－1日　′＼h日．一一川川）1－　日・11Ⅲ），＼1110－－n17、

ユ短「）‾‾173、し11（卜1）糾し：≠1（）‾2711く（）（）r持，†。り　一日27。

LI（1では、

SlOJ‾51（MIll（）1ソ7，AIJ（）－175‥Ⅰ〔」0，－1日和　MnH n17，

㌦THO　56L・（り十95′1ト、∫1日　27日，lL（）一圧眉　1日、り25。

須走胎内洞舘の溶紺こ山い成分の物門番りⅠ（1CT〕（7T扉抽イ）は、

N－〕博一12n2のr（1rl八日）（H■，八日，1（）Hとい一1Al】Mlh】luの　糾．．1系、

Nol0－0393のNiL（Sll川（）。とい1人仙11（、〃）斜1L‖■．系、

11



世界最高所級である富士火山、須走胎内洞窟の成分とⅩ繰回析

（沢、∬上、川村、本多、勝間田、岩崎）

No19－0629のFeBO。というMagnetlteの立方晶系

No24－0201のCa（Mg、Fe）S1208　というAuglteの翠斜晶系等である。

No31－0795の（Mg、Fe）2Sl．というForsterlteの斜方晶系、

今回は甲斜晶系のNo24－0201を引用したFF煉l晶系の数値解析を行った格子定数

である。ゆえに、須走胎内洞窟の鉱物は、斜長石（灰良心）、カンラン右と普

通輝石がⅩ線lL11折により確認された。さらに、斜長石とカンラン右は偏l甘顕微

鏡写貞（ダgg．4　オープンとクロスニコル）により観察されたのである。倍率

を47倍にしたオープンニコル（ダgg．イト図）は、発砲（Pore）が見られた。倍

率を47倍にしたクロスニコル（ダgg．イ下図）は、Ol（かんらん右）とPl（斜良

心）が見られた。

4　格子定数の解析

41早斜晶系の格子定数の決め方4机

単斜晶系の格子定数（沢ら、1996・1998）は、面間隔（d）と面指数（hkl）

によって求められる。これらの関係式は、次のとおりである。

1孟）2－A器β＋一計・七宝才一諾誤…（2）

血間隔［d（hkl）］は、プラソクの反射条件式の血指数（hkl）と格子定数

（A、B、C）によって求められる。面指数（hkl）は、γα抽2のように決定し、

格子定数を求めるためにデータシートを表示した。γα鋸e2における両間隔

（d）と血指数（hkl）から良小2乗法によって、格（定数（A、B、C）が求めら

れる仕組みを行った。計算の手順は式（1）を書きかえると次のようになる。式

（2）の右辺第1項より第4項の未知の部分をそれぞれⅩ1、・、Ⅹ4と略記し、

これらを最小2乗法によって処理する。次に確定となったⅩ1、、Ⅹ4を使っ

て、条件（＊）の某でA，B，C，βを次のように連＼ナさせて求める。

－12－





lL舛最．訂所級であるJ⊥日火‥l、独走胎内洞相の成分とX矧「欄r

（沢、JI L、川村、本多、j」剃和Il∴己崎〕

1

A読lβ

1

日

】

C slIl　β

2rosβ

八Csl11ノβ

＼

Xコ

＼

Ⅹ1

〔3）

（4）

（5）

（6）

ここでは、（＊）の格了定数畑lう，CはlIしっ実数を方ノ／2／、β／、／打としてよ

現川る。

4　2（】格子定数（B）の求め方4　日ノ

式（4）を15ノー1／／X止．1：き換えると、条件〔＊）から次のように格r定

数Hか求められる。

4　2β　軸角（β）の求め方4　6）

X．とX　は式（3）と（5）である。この式（3）と（5）や条†′l（＊）より

次式のように．1きかえられる。

√嘉‾，‾釘；‥1／（∧Cs】T】2β）

この二1式の／■辺を式（6）のノ，一辺と比べれば、次のような′、G式が、

2C（）Sβ√云‾」‾克て　＝X．

引去られる。それからJい9）をパきかえると式（10）のようになる。

いOSβ
l　　　　＼

2　J X】X，弓

また、C。Sβから⊥し（11）のような舶用の扇㌦βが求まる。

11

（10）



世界最高所級であるL・上目火山、独走胎内桐箱明成分とX矧‖J研

ぐ沢、ノ廿、川村、本多、腰細Il、H崎〕

S】n2β　＝1cns∠β　一一】

’　　　＼

′1　X．X～ 日、

β＝cosL（1左目ノー蒜）　　　（12）

式（11）より剛l角（β）は花／／2＼β＼かル軋囲で長風できる。

4　2γ　格子定数（A）の求め方ト・‖

式（こう）をA2について細くと、次の⊥うになる〔

1　1　　　　　4X XJ　　　　　　4Ⅹ～

XI Slnβ　　X．（1X．XI XlJ）　1X．XJ X，2

（13）

したがって、条イ′l（＊）から椿」′定釦へは」い1∫日のように求められる。

A＝2√訂二両1「‾二束‾：T「　　　　　　　　　（1′1）

条†′l（＊）から格／定数八は⊥いl車のように求められるじ

4　25　格子定数（C）の求め方＝一

式（5）をCZに′ナいて解くと八の場合とIl・J様に式日5）か子・Jられる〔

4X．

4X XJ－X

したがって、

C＝2√女．／（′lX．吏‾：丁音1‾

条イ′l（＊）から格了足放しは、式日6）としてりえられる。

15

‖5）

（16）



世界最高所級である冨⊥火山、須走胎内洞窟の成分とX線回折

（沢、井上、川村、本多、勝間H、宮崎）

4　3　手計算による連立方程式の解法（クラーメルの公式）48）

血間隔（d）から1／d（hkl）2＝〃、両指数（hkl）からh2＝a、k2＝β、

12＝γおよびhk＝∂と書くとⅩ1、‥・、Ⅹ4を求める止規方程式の係数から作

られる子J列式（沢ら、1996・1998）は次のようになる。

（17）

この正規方樗式から作られる行列式（17）は、VTとTTの係数では、

＝　202737E十12

である。まず、式（3）のⅩ】を求めるクラーメルの公式とその値は、式（18）

のようになる。

この正規方程式から作られる行列式（18）は、Ⅹ1，7とⅩ1TTの係数では、

16
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世界最高所級である苗上火山、須走胎内洞窟の成分とⅩ線回折

（沢、ノト上、川村、本多、勝間日、宮崎）

Ⅹ川＝△

Xl∝＝ぅ

1

Ⅹ1日＝－

△

134670

122434

14890

－23510

＝0011216

136337

123267

15104

－23654

＝0011446

136199

122615

14．977

－23618

＝0011451

のようになる。式（18）のⅩ▲Ⅰ。、Xl扶およびⅩ．．（は0011216と0011446およ

び0011451である。つきに、式（4）のⅩ2を求めるクラーメルの公式とその伯

は、式（19）ようになる。

（19）

この正規方程式から作られる行列式（19）は、Ⅹ釣TとXmの係数では、
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世界最．冨一所級である冨十火山、須走胎l相司窟の成分とⅩ線回折

（沢、井上、川村、本多、勝間LH、営崎）

（19Ⅰ（）

（19r灯）

（19。。）

＝0012511

のようになる。式（19）のⅩ2．。、Ⅹ狐およびⅩ軋rrは0012546と0011595およ

び0012511である。式（5）のⅩぅを求めるクラーメルの公式とその値は、式

（20）のようになる。

（20）

この正規方程式から作られる子」▲列式（21）はⅩ3、，TとXmの係数では、

18

6

　

　

1

　

　

1

　

　

1

2

　

　

5

　

　

2

　

　

5

」

　

用

　

■

4

　

2

　

4

　

8

1

　

　

8

　

　

0

　

　

1

5

　

　

2

　

　

2

　

　

2

0

　

　

4

　

　

0

　

　

1

7

　

3

　

9

　

5

6

　

4

　

8

　

8

4

　

2

　

4

　

3

3

　

2

　

1

　

2

2

　

8

　

4

　

8

　

4

6

2

　

　

5

　

1

　

6

　

　

　

5

7

　

　

4

　

　

5

　

　

2

　

　

　

2

〔

－

0

　

　

2

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

1小小二

」△
二Ⅹ

」

一

■

4

　

2

　

4

　

8

1

　

　

8

　

　

0

　

　

1

5

　

　

2

　

　

2

　

　

2

7

　

　

7

　

　

4

　

　

4

3

　

　

6

　

　

0

　

　

5

3

　

　

2

　

　

1

　

　

6

6

　

3

　

5

　

3

3

　

　

∩

∠

　

　

1

　

　

2

2

　

　

8

　

　

4

．

　

8

2

　

　

5

　

　

1

　

　

6

7

　

　

4

　

　

5

　

　

2

8

　

　

2

　

　

　

　

　

　

1

ユ■△－
＼

」

　

■

　

■

4

　

　

2

　

　

4

　

　

∩

0

1

　

　

8

　

　

0

　

　

1

5

　

　

2

　

　

2

　

　

2

9

　

5

　

7

　

8

9

　

　

1

　

　

7

　

　

1

1

　

　

6

　

　

9

　

　

6

6

　

　

2

　

　

4

　

　

3

3

　

　

2

　

　

1

　

　

2

2

　

　

∩

0

　

　

4

　

　

0

0

2

　

　

5

　

　

1

　

　

6

7

　

　

4

　

　

5

　

　

2

8

　

　

2

　

　

　

　

　

1

∂

■

　

片

U

 

g

U

 

n

α

　

β

　

γ

　

【

0

〃

　

〃

　

〃

　

〃

α

　

β

　

○

○

　

　

γ

∑

　

V

ム

　

∑

　

∑

β

　

2

　

　

7

　

月

U

α

　

β

　

β

　

β

∑

　

∑

　

V

ム

　

∑

2

　

　

β

　

γ

　

ト

0

α

　

α

　

α

　

α

∑

　

い

ム

　

∑

　

∑



世界長高所級である冨十火■日、独走胎内洞錆の成分とⅩ線回折

（沢、ノfJ、川村、本多、勝問lH、冒崎）

2458134670　　－1268

7138122434　　　－516

282　14醐0　　－2Ⅰ8

－516　－23510　　　　514

（20．〔）

2158136199　　－1268

7138122615　　　　516

282　14977　　－218

－516　－23618　　　　514

（20。（）

＝0039827

のようになる。式（20）のX冊、X…およびX，tTrは0039388と0040780およ

び0039827である0」技後に、式（6）のXlの仙を求めるクラーメルの公式と

その佃は、式（21）のようになる。

この正規方程式からγ】られる打列ペ（21）は、X肌．とX4】．の係数では、
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世界最高所級である富士火山、娼走胎内洞露の成分とX線回折

（沢、井上、川村、本多、勝間円、宮崎）

Ⅹ岨〔ここ‾う

＝0011230

8722　　　2458

2458　　　7138

514　　　282

－1268　　－516

＝0012157

136337

123．267

15．104

－23654

（21rx）

＝0011751

のようになる。式（21）のX。Ⅰ。、Ⅹ4∝およびⅩ。，。は0011230、0012157およ

び0011751である。

4　4　単斜晶系の格子定数＝）

このクルー70分析による東見自分率からの格了定数Aは式（14）から式

（22）のように求められる。

0039388／（4×0011216×0039388－00112302）・・（22“）

0040780／（4）く0．011446×0040780－0．0121572）・（22（C）

9．774Å

20

4

　

　

1

　

　

5

　

　

2

2

　

7

一

2

　

7

　

　

一

2

　

8

　

4

　

8

2

　

　

5

　

　

1

　

　

6

7

　

　

4

　

　

5

　

　

2

．

ト

し

　

　

．

、

－

　

　

　

　

　

・

・

l



世界最高所級である嵩十火Ill、須走胎内洞窟の成分とⅩ線回折

（札、井ト、川村、本多、勝間田、宮崎）

Auc＝2 0・039827／（4×0011451×nO39827－00117512）　（22し，。）

＝9761Å

格子定数Bは、式（7）から式（23）のように求められる。

BI。＝ノ1／0．012526＝8936Å・　　　　　　　（23Ⅰ。）

B此二両／0．012595＝8907Å　…　　　　　　　　（23∝）

B…＝石／0．012511一＝8920Å　‥　　　　　　　・（23日）

格子定数Cに関して、式（16）から式（24）のように求められる。

0011216／（4×0011216×0．039388－00112302）・（241（）

0011446／（4×0011446×0040780－00121572）　（24（某）

0011451／（4×0011451×0039827－00117512）・（24．∫（）

＝5174Å

軸角（β）はβ叩とβ町に関して式（12）から式（25）のように求められる。

βIC＝eos一・（1－÷）訴扇扇－＝11637。
0011230

・（25－。）

β川＝cosL（1－－い蒜＝11636。

βuc＝COS】（1－一手）1。正編。。3。827
0011751

－－－－　＝116260

21、



世渥最■㍑所紋である符．上火Il】、独走胎内洞指の成分とX線回折

（沢、井上、川村、本多、勝聞日、′白的）

5　考　　察

51　全岩化学組成および考察

須走胎l朋．可路における　ヶ所の岩イlと他の成分と比較するため∴．T．1火Illに

おける火山噴出物の化学組成範囲（津尾、1938）を合わせてrα鋸egに小した。

1L：i」火山における火山噴出物のSlO2組成哨凶は、480（八幡穴椚一百m）～513

（須走胎内洞描）lVL％で、須走胎内洞窟のS102は、宮上Ill火山における洞窟

の小では最大であり、、l′均5115wt％の玄武岩質（塩基性岩）である。

さらに、SIO。のICは、OCより少なく、UCより多い合fI率ある。さらに、冨

⊥山人涼み第2洞窟と近い成分である。　一万、済州火山における火山噴山物

（沢・井1＿、1999・2000）のSlO2組成範囲（4120～663lwt％）は、嵩l▲火Ill

より広い稲川で、捌、卜l火Illの、l′均柏よりわずかに人きい佃である。折州火l吊ま、

海底からの降起物と火Illによる混合の境目i物であるから広い範囲であることが

考えられる。

5　2　含有鉱物および考察3　4）

一般に熔岩綱田とされるものには、玄武岩に形成されることが多く、安山岩

にも　一部が／／／tする。玄武岩には、カンランイl、啓適輝イlおよび斜良心の鉱物

が含有する。安山抑こは、斜力輝不、普通輝れ、斜長イ】およびイ潤の鉱物か舎

石する〇・1）。これらの鉱物が、言上lll地域の熔岩にとの柑度にnまれているか

を知るために次のように検討を子」った。定性分析は、蛍光X線分析結果のノ」素

情報を参考にして晰折を行った。定什分析の射．果、いずれの試料も1成分とし

てAnorLhlLeがln】定された。　しかしながら、元素情報およびICDDカート記

載のピークに対してピークがソフトしていることを考慮すると、ICDDカート

記載の構成ノL素に対して他の元素が岡溶しているものとJ上とわれる。したがって、

Anorthlteは、lCDDカートに相、■1するかについては断定できない。そのため、

比較的プロファイルの近い物質を定性分析結果に．．J職した。

定椚分I斤糸．1－黒をH己戦した手貞走胎内洞錆の鉱物信調川係数では、32から234

－22－－



世界巌高所級である富－】火山、須走胎内洞窟の成分とⅩ線回折

（沢、ノIL、川村、本多、勝間m、宮崎）

の範囲である0ここでは、主な鉱物のみをγα地利こ表ホした。その他、存在

の了】J能性のある物質を言己戟したが、これらもピークのソフトやピーク強度比が

異なることが確認されたロそれは、これら定性分析結果に記載した物質も他ノじ

素の凹潜や固執こ伴う構造の変化からなると考えられる。さらに、密度D（g

／Cが）と相対頻度（Ⅰ／I）の関係からも王甲解できる（町伊．J）。この関係式は、

散布閑に引かれた直線の方程式によって求められたものである。

D＝40327－00192（Ⅰ／I）（R〇二0462）　　　　　（26）

式（26）から相対感度が人きくなるにつれ、密度は小さくなる傾l址が見られた

のである。決定係数は0462であることから、一応の関係が押解できるのであ

る。

5　3須走胎内のケイ硬とアルカリ成分（N820＋K20）との関係3・司り

富十火山における火lll噴出物の（Na20＋K20）組成範匪＝ま281（八幡穴）

～432wt％で、その、巨均より梅わずかに多い須走胎内洞窟の（Na20＋K20）

は当′均172wt・％で玄武岩質である。一方、済州火Ill島における火山噴出物の

（Na20＋K20）組成範囲は146～13．72wt％で、富1火Illより広い範囲であり、

この済州火山島の平均仲より小さい佃である0ケイ懐とアルカリ成分との関係

を究明するため、鞠・6とrd的タは、横軸にSlOZ（wt％）、縦軸に（Na2

0＋K20）（wL％）をとり、それぞれの熔岩の化学組成（MlyaShlrO，1978，

RWLeMaltre，1978）をプロットした。1凶は7：・，⊥火山帯における全体成

分である。冨⊥火山の噴出物の広い範l州では、ケイ酸が増人するにつれ、アル

カリ成分（Na20＋K20）は同様にわずかな増人の傾向を示している。下飯】ほ

冨十火山偶における洞堀のみの成分である。卜凶のA級はアルカリ玄武岩系で

あり、卜図のAH線は非アルカリ玄武H系である。2本の境界線があり，L部

境界線より卜の細域がアルカリ玄武岩，卜の領域が非アルカリ玄武H，2本の

墳界線に挟まれる都分が高アルミナ質玄武芯です．鞠．6におけるアルカリ玄

武岩と非アルカリ玄武芯との境界線は、KUNO（1996）によるものである。

これによると、双力の熔岩樹型とも「胃】アルミナ玄武岩であることが分かる。須

－23－



世界最高所級である富士火ILl、狙走胎内洞窟の成分とX線回折

（沢、井上、川村、本多、勝間田、宮崎）

rdbe T乃equα止血UpGれαbslS扉SedrC九一mα∠CりOr血エαUα5α汀岬ヱeS／rom

Suα5吊rェα乃αl CαUe nダ叫IUOkαnO

Card No． 閥6ﾂ�fX5#�B� 杷�7F��Rel叫Ve Intenslty ��

18－1202 10－0393 ‡‡‡‡‡‡引． 儡ylvite AugiLe �8�C"�R�X�C��h�CR���C2���CR�x�Cb��8�C���H�C���h�C��#(�Cb�1蔓喜l 封 估��Lｸ�B�Cubic Cubic 

Card No． 杷S3�B�ｴ6ﾂ� ��8�C����Cb��H�C��8�C"�X�C��R���C2�h�CR�#(�Cb���CR�Rel叫可 認V�6宥���x��6訝�Crystal S！ごuCtur竺＿ 

31＿0795 4ト1483 1g▼0629 24＿0201 18－1202 41＿1486 10＿0393 41＿1480 20＿0528 09＿0465 41＿1476 僊ugite Sylvite �10 11 23 28 56 56 60 62 68 85 100 �8�C�C��8�C#唐�X�C�途�ﾉ<X�9;i9�9��Cubie Cubic 

Card No． �� 派�T7D�"�Rel叫ve Intenslty 認V�6宥��x�､8�x�����C塔��(�Cc���(�CcCB�(�CsS��(�Csc��(�Csc��(�3sィ�8�C�C��8�C#唐�8�Cs�"�X�C�途�！慧 Cubic 

41＿1476 10＿0393 41＿1480 20－0528 41＿1486 09＿0465 18＿1202 31－0795 41－1483 24－02（）1 19＿0629 閥6ﾂ�ﾈﾆI~ﾈ�h6ｨ��f�僮R�fX�ﾈ�3���Sy】vite 祷�CR�R���C2�h�CR�X�C��#(�Cb�8�C"�����ｨ�C��ﾈ��2�1n〔） 60 62 68 56 85 56 10 l…… 

Pl11644chemlCalcumposltl（〕n tO rellablllty factor
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世非最高所級である冨l火山、須走胎内か臆の成分とⅩ線回折

（沢、井上、川村、本多、勝間田、宮崎）

0　　　　20　　　　40　　　　60　　　　鮒　　　100　　　120

相対戯度（Ⅰ）

ダ抱　月e地0m如ueenズーrαγdpm5乙fyαnd rphfHノ＝r加mlfy扉JdUq

Sαmp～e5♪10m兄上わ化？ん乙rはαlnm C例やIn n小り扉mw

走胎内洞窟のS102の含有率は、乱し火Ill洞田内では人きいけれとら、富上火

ll」の全体ではやや大きい含有ヰくである。狙走胎内洞窟のアルカリ成分は、富⊥

火山洞窟内では平均に近い成分である。

5　4　須走胎内のケイ酸と酸化カリウムとの関係＝）

富十火【吊こおける火Ill噴出物のK20糾成約凶は052〔八幡穴）～116＼、・L％

である。須走胎rjJ桐箱におけるIC、OCおよひUCのKソ∩（wt％）は、それ

ぞれ068、075および067、VL％であり、冨上火山の全休では・川路＝こ近い成分

である。一方、済Jl、l火Il旧における火Ill噴出物のKJO細成範閑は005～563wt

％で、富⊥火山より広い紅潮1であり、この済州火Il旧の平均伯より小さい伯で

ある。ケイ俄とアルカハ成分との閑係を究明するため、ダわ．7とでα抽3は、

横車山こSlO2（wt％）、縦軸にK20（wt％）をとり、それぞれの熔岩の化学組

成をプロットした。境裾線は，MlyaShlrO，1978，RWLe Maltre，1978に厳

ついている．1＿匪＝ま富仁火山′勘こおける全休成分成分であり、卜匪＝ま富上火山

帯における洞緒のみの成分である。
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世界揖高所級である冨Ⅰ火山、須走胎内洞窟の成分とX緑回折

（沢、JH＿、川村、本多、勝間田、岩崎）

480　　　485　　　490　　　495　　　500　　　505　　　510　　　515

Sl（）。（wt％）

48　　　　　　49　　　　　　50　　　　　　51　　　　　　52　　　　　　53

S102（wt％）

ダ柑・6　PbとげSLOr US（ル翫0＋∬研Cの乃拍nh扉　nUn SαmpZe　かom

S“わが扇r血乙几“CαUP m F叫日′0AcmD T’んeJp鮎rノl dgnDとeS／or

α純αgL b朋α∠∠　rr）「／己一SPrエPS，　AJJ，わLgん　α～ummα－αSα昆　roc九一

号erlPS，SO～ld cLrCk roCたSかom（〕C，〆uS SlgJl rOCたぎノTOmJC，

叩m C血壷　r聞直Jhm　α几d UC）　γ九g　摘乙C UPrhc〔J Z几eS

几dェC（如　班e Pq比U〔Jpn pUS由0几　0／己んe／乙e～dS m　とんe mS

dェαgmJn
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1順路ご湖級である1・・rt火山、兢走胎内洞窟の成分とX矧呵折

（沢、升l、川村、本多、勝間田、官崎）

80　　485　　′190　　195　　500　　505　　510　　515

SlO2（wL％）

ニJJ淵C ��

1°W－K　　　　　　　　　　　　　b8Salt �#�6�ﾇB��襷W6友R�

47　　　　48　　　　′19　　　　50　　　　51　　　52　　　　53

Slr）2（wt％）
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世界最高所級である冨⊥火山、須走胎内洞窟の成分とⅩ線lロl折

（沢、Jl L、川村、本多、勝間田、宮崎）

富十火山の噴出物の広い範囲では、ケイ駿が増大するにつれ、カリウム成分

は同様にわずかな減少傾向をホしている。独走胎内洞窟におけるIC、OCおよ

びUCのK20（wL％）は、回帰曲線の値と近いカリウム成分である。UCの

カリウム成分は、SlO2組成と（Na20＋K20）組成とlH】様に、犬涼2（犬涼み

lH武穴第2）に近い成分であり、次に青木ケ原樹Jiリの成分と似たような特徴の

成分である。卜図における上の線はhlgh－Kとmedlum－Kの境界線の玄武岩系

であり、卜の線はmedlum－KとlowLKの境界線の玄武岩系である。Fig．7に

おける横軸52（wL％）を應準線として、その以下は玄武岩；であり、その以卜

は玄武岩質安山岩である。したがって、双方の熔岩樹型ともmedlum－KのrE7J

アルミナ玄武岩であることが分かる。須走胎内のlC，OCおよびUCのカリウ

ム成分は、SlO2組成と（Na20＋K20）組成と同様に、似たような特徴である。

5　5　須走胎内のケイ酸と有色鉱物（F8203・MgO・C80）との関係34）

ケイ駿と有色鉱物（Fe20。・MgO・CaO）成分との関係を究明するため、

FLg8とTableSは、横軸にSlO2（wt．％）、縦軸に（Fe203・MgO・CaO）（wt

％）をとり、それぞれの熔岩の化学紺成をプロソトした。ダ旬．β（上の図）は

言上火山帯におけるFe20成分である。ダね．β（中の凶）は富士火山帯におけ

るMgO成分である。ダわ，β（下の図）は富士火山掛こおけるCaOである。

古卜火山における火山噴出物のFe20ぅ（wt％）組成範囲は160～1370（八

幡穴）wt％である。その平均値より多いIC、OCおよひUCのFe20。（wL％）

は、1090、1100および1130wt％である。　方、済州火山島における火lll噴

出物のFe20～（wt％）組成範囲は067～1424wt％で、嵩十火Ilはり広い範

囲であり、この折州火山島の平均値よりはるかに多い含有率である。ケイ酸が

増大するにつれ、Fe20」は、わずかな減少の傾lこ】Jである。富士火山における

火Lh噴出物のMgO（wt％）組成範囲は380～6．76wt％である。IC、OCおよ

びUCのMgO（wt％）は、486、473および564wt％である。ケイ酸が増

大するにつれ、Fe20。は、Fe20。とl司様にわずかな減少の傾向である。同様

に、IC、OCおよびUCのCaO（wt％）は、990、980および954wt％であ

る。ケイ酸が増人するにつれ、Fe20。はとMgOと異なった減少から増大の傾

－28－



世界最高所級である苗［火山、碩走胎内洞窟の成分とX線回折

（沢、JH、川村、本多、勝間111、胃崎）

y＝‾07321Ⅹ∵←48871

R2‾08271

0736Ⅹトも▼37√T、‾てrr一一

Rピー02346　　　　　　　　　◆◆

480　　485　　490　　495　　500　　505　　510　　515

SlO。（wt％）

◆　　　　R2－－0，2692 　◆　　　　◆ 　　　　● 

◆・　・・㌦◆◆． 

◆　　－　　　　◆◆◆ 

◆ 　‡ ◆ 

80　　485　　490　　495　　500　　505　　510　　515
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世界最崗所級である需l火Ill、独走胎内河■蹄の成分とⅩ線l舶折

（沢、Jl上、川村、本多、勝間田、宮崎）

lGJである。

富」▲火山の噴山物の広い範観では、ケイ懐が増大するにつれ、Fe2（）〇とMg

Oの成分は同様に減少の傾向である。ケイ駿が増大するにつれ、洞苗の無色鉱

物（（K20を除いたS102、Na20および（Na20＋K20））の成分は増人の傾

向である。一万、有色鉱物は減少の傾向である。

5　6　須走胎内のケイ酸と格子定数（Am）との関係34）

冨l火山における火山噴出物の格子定数（Am）の範凶は9713（悍原穴　相

原風穴第一）～9819（TT）Åで、その平均値（9764Å）である。須走胎内の

ICと（）（二のAmは、平均帖（9764Å）より大きく、それぞれ9774Åと9774Å

である。しかしながら、UCは平均植（9764Å）より小さい9770Åである。

一力、済州火Il偏における火山噴山物のAm梅園（沢ら、1996・1998）は9754

～9819Åで、嵩Ⅰ火山より狭い範園である。ケイ轍とAmとの「矧係を光明する

ため、rα肋才とrdみね古の閲係からFね．タは、櫨軸にSlO2（wt％）、縦軸に

鮪子定数（八m　Å）をプロノトした。ダfg．タ⊥凶の上線は所州火山島におけ

る溶岩洞銀の成分であり、ダ紬．タ上陸lの卜緑は富⊥火山における洞窟成分であ

る。さらに、’ね．タト岡は、両方の溶岩洞何の関係である。この両洞荷の閲係

は、つきのような回帰力岸式と決定係数として与えられる。

済州火111の洞宙

＾m（Å）＝962　＋0003WSlO2（wt％）　（R2＝0099）　　（27）
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世非心痛一所級である富十火山、須走胎内洞窟の成分とⅩ線回折

（沢、井「、川村、本多、勝間田、‘官崎）

富土火山の洞昂

Am（Å）＝952＋0005WSlO2（wt％）…（R2＝0023）　（28）

両方の火山洞開

Am（Å）＝959＋0004WSlO2（wt％）（R2＝0037）　（29）

済州火山と冨上火I11の広い分野では、ケイ駿が増大するにつれ、Amはわず

かな増人の傾向である。決定係数は01以卜である。格了定数AmのOCとUC

は、回帰直線の他とは遠い偶である。ここで、済州火山洞窟のAmの切片は、

冨卜火日日同席のAmより01Å人きい値である。寓丈窟における上段フリノチの

ケイ酸は人きい伯である。が翰林溶岩樹型は小さい他である。その間に、嵩十

火山洞茄におけるケイ俄が踏まれている。須走胎内洞窟における格子定数Am

（平均　9770Å）は、軌11（平均　8921Å）とcm（平均　5181Å）より大き

い柄である。

5　7　須走胎内のケイ酸と格子定数（Bm）との関係3■）

吉十火IHにおける火山噴出物の格子定数（Bm）の範囲は8．897（青木ケ原樹

型の横臥哩）～8940（木八台臼）Åで、その平均8916Åである。須走胎内の

ICとUCのRmは、平均値（8916Å）より人きく、それぞれ8936Åと9774

Åである。OCのBmはわずかに小さい8907Åである。一方、済州火山島にお

ける火山噴出物のBm範囲（沢ら、1996・1998）は8893～8934Åで、古土火

山より狭い範凶である。須走胎内洞窟におけるBmは、済州火山島の平均値

（8915Å）の中間値である。ケイ酸とBmとの関係を究明するため、rαbJeg

とrαあJe古の関係からダね．州は、横軸にSlO。（wt％）、縦軸に格／定数（Bm

Å）をプロットした。揮9．7〃上図のL線は済州火山島における溶岩洞窟の

成分であり、Fgg．〟上図の卜線は富士火山における洞窟成分である。さらに、

ダね．J〃下図は、両方の溶岩洞窟の関係である。この両洞窟の関係は、つきの

ような回帰方程式と決定係数として与えられる。

路粧火111の洞窟

Bm（Å）＝897－0001WS102（wt％）・（liu＝0029）　　（30）

－32－



世界最高所級である富上火山、須走胎内洞窟の成分とⅩ線回折

（沢、刃上、川村、本多、勝間IH、宮崎）
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世界最尚所敗である」抗十火Ill、姐走胎内洞窟の成分とⅩ線回折

（沢、井上、川村、本多、勝間LU、宮崎）

富上火山の洞窟

Bm（Å）＝874＋0004WSlOa（wt％）‥（R2＝0．073）　・（31）

両方の火山洞窟

Bm（Å）＝891＋0．0001WSlO2（wt％）（RZ＝00002）　（32）

済州火山と富士火Il1の山、分野では、ケイ酸が増人するにつれ、Bmはわず

かな減少（済州火山）と増人（富⊥火山）の傾lLJがある。決定係数は003以卜

である。l両洞窟におけるBrnのIC、OCとUCは、回帰l百線の価とほは近い

値である。TC、OCとUCのS102組成は、犬涼み2と萬丈肩の石柱が近い成分

である。格了定数Bmは、回帰直線の値とほほ近い値である。ここで、捌、卜l火

山洞窟のBmの切片は、言上火山洞窟のBmより023Å大きい伯である。須走胎

内渦錆における格r定数Bm（、平均　8921Å）は、Am（平均　9770Å）より

小さく、cm（平均　5181Å）より大きい伯である。

5　8　須走胎内のケイ酸と格子定数（cm）との関係34）

富士火山における火111噴出物の格子定数（cm）の範関は5159（子供凶）

～5255（TT）Åで、その平均値（5195Å）である。須走胎内のICとUCのcm

は、平均値（5195Å）より小さく、それぞれ5191Å、5178Åおよび5174Å

である。一一万、捌卜l火山島における火山噴旧物のcm範囲（沢ら、1996・1998）

は5189～5255Åで、富十火山より狭い範囲である。須走胎内のcmは、剤、卜l

火ll偶の平均値（5211Å）よりわずかに小さい値である。ケイ酸とcmとの関

係を究明するため、γα抽βとでα抽古の関係からダ岬．JJは、横軸にSlOに（

wt％）、縦軸に終了定数（cm　Å）をプロソトした。釣針〃L図の上線は済

州火Ill畠における溶岩洞窟の成分であり、ダね．JJ上図の卜線は富十火Illにお

ける洞窟成分である。さらに、ダね．JJ卜図は、両方の溶キ’㌻洞緒の関係である。

この向洞窟の関係は、つきのような阿帰方程式と決定係数として与えられる。

済州火Illの洞窟

cm（Å）＝498＋0005WSlO2（wt％）・（R2＝0230）　　（33）

－34－





世界最高所級である富士火山、須走胎内洞窟の成分とⅩ線回折

（沢、井「、川村、本多、勝間出、宮崎）

富士火山の洞窟

cm（Å）＝467＋0010WSlO2（wt％）…（R2＝0133）　　（34）

両方の火山洞窟

cm（Å）＝489十0006WSlO2（wt％）・（R2＝0127）　・（35）

吏刑、卜t火山と富Ⅰ一火山の広い分野では、ケイ駿が増大するにつれ、cmはわず

かな増大の傾向がある。決定係数は023以卜である。両洞窟におけるcmのIC、

OCとUCは、回帰直線の値とわずかに追い情である。IC、OCとUCのSlO2組

成は、人涼み2と濁丈露の石柱が近い成分である。ここで、折州火山洞窟の

cmの切片は、富上火山洞窟のcmより021Å大きい他である。須走胎州司紬こ

おける格√定数cm（平均　5181Å）はAm（平均　9770Å）とBm（平均

8．921Å）より小さい価である。

6　お　わ　り　に

須走胎内洞窟におけるIC（須走胎内洞窟内部にある試料）、OC（娼走胎内洞

窟人目の外部にある試料）およびUC（須走胎内洞窟より高い所の本八台Hに

ある試料）の一点から採集されたものである。分析の結果、以下のことが分かっ

た。

1）Sl02の含有率について、須走胎内洞窟の平均は5115wt％で、それぞ

れ玄武岩貿（塩基性岩）である。

2）SI02、TlO。、A1203、K。0およびP205の含有率は、UCが高く、ICが

あり一間であり、そしてOCが低いのである。一方、CaOとNa20の含有率は、IC

が高く、UCがあ中間であり、そしてOCが低いのである。いずれにせよ、OC

は低い値である。

3）独走胎内洞窟の溶岩は、高アルミナ玄武岩である。

4）媚走胎内洞窟の鉱物は、斜良れ（灰長石）、カンラン石と普通輝石がⅩ

線回折により確認された。さらに、斜長石とカンラン石はF偏向朗微鑑写貢に

より観察されたのである。
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世界最高所級である富十火山、須走胎内洞窟の成分とⅩ線回折

（沢、井上、川村、本多、勝間田、宮崎）

5）須走胎内洞露の結晶構造は、混合物であることから二斜晶系・単斜崩系・

立方晶系・斜方晶系の混晶である。

6）ケイ酸が増大するにつれ、Na20紺成・（Na20トK20）組成・格√定数

Amおよび格了定数cmは増大の傾向である。すなわち、栴了定数のAmとcm

は、ケイ駿の含有率に依〟している。

7）ケイ酸が増人するにつれ、K20神城・Fe203組成・MgO組成および有

色鉱物は減少の傾向である。

8）ケイ駿が増大するにつれ、格了定数Bmはほは一定である。すなわち、

格子定数のBは、ケイ酸の含有率に依存せず、測定誤差の範幽内である。

9）無色鉱物の成分が増人するにつれ、ん色鉱物の成分は減少の傾向である。

ここで、無色鉱物の含有率はSlO三に人きく影響し、有色鉱物の含有率は

Fe20～に人きく影響しているのである。

捌、快山鳥の萬丈窟（沢ら、1990）、山軌11の鹿蹄洞（沢ら、1996）の溶岩洞

軌こは・アルカリ玄武岩が分布している〇一才、富上火111における須走胎内洞

窟の溶岩は、高アルミナ玄武岩であった。これらの違いは、熔岩樹型の成駄1研

究において重要な意味があると考えられる。
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枠外娘高所磯である冨十火山、須疋胎卜桐1櫛の成分とⅩ線Ld折

（沢、JH、川村、本多、勝間田、醤崎）
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